
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

的あて 

指導目標 

・順番やボール取り等役割を設定する

ことで、他者と関わる時間を設定す

る。 

・補助具を軽く押したり、位置を変え

たりすることで、得点を得るために必

要な動作をする。  

指導方法 

・教材を提示し、順番やルールを説明

し、見守りながら進行する。 

・オレンジ色の的や５点の的等、形を

変えながら生徒へ様々なアドバイスを

する 

・合計得点を電卓や得点分の丸を書く

ことで得点を求める。 

ボールキャッチ 

指導目標 

〇板を斜めに設置し、ピンポン玉を転がして紙コ

ップでキャッチする。生徒の集中力に応じて 1回

の取り組む時間を変更する。残り時間のタイマー

はテレビに表示する。紙コップの大きさや板の角

度等を変えることで、難易度の調整が可能、  

指導方法 

〇板を斜めに設置し、ピンポン玉を転がして紙コ

ップでキャッチする。生徒の集中力に応じて 1回

の取り組む時間を変更する。残り時間のタイマー

はテレビに表示する。紙コップの大きさや板の角

度等を変えることで、難易度の調整が可能。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毛呂山フレンドパーク 

指導目標 

〇ゲーム性を持たせて苦手な課題も意欲的に取

り組む 

〇手先の巧緻性、目と手の協応などの向上を狙

う。 

〇ルールを理解して取り組む。  

指導方法 

〇３か所の課題を設置し、チームごとに誰が何

を取り組むか相談する時間を設ける。 

〇各種目のルールを確認して始める。 

〇全員が３か所できるよう課題の時間を設定す

る。 

〇【投げる】的をよく見て狙って投げる 

 【つまむ】指先に集中し、ルールに従って正

確に作業する 

 【積む】手本の図を見て正確に組み立てる。

バランスと空間を意識して取り組む 

以上を生徒が意識して取り組めるようにする。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒ひげ危機一髪（集団活動） 

指導目標 

〇色分別や手と目の協応力の向上 

〇三項関係の構築 

〇順番やルールを守る。他者との適

切な関り方を知る。 

指導方法 

① 数字カードを引き、順番を決め

る。 

② 剣を貰ったら、剣を差し込む。 

★片手で剣を持ち、空いている手で

樽を支えて、穴の奥までしっかり差

し込むようにする。 

③ 剣を差し込んだら、４枚の色カ

ードの中から１枚カード引き、カー

ドと同じ色の剣を次の人へ渡す。 

★剣を渡す際は、刃の部分を手で持

ちながら「どうぞ」と言って次の人

へ渡す。剣を貰った人は「ありがと

う」と言って貰うようにする。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボール運び競争 

指導目標 

〇バランスを取り、ボールを落とさ

ないように運ぶ。 

〇友達を意識して、協調性をもって

活動できるようにする。  

指導方法 

〇５～6人チームを作りリレー方式で

行う。 

〇ボールや運ぶものは、生徒の実態

に応じて変更してもよい。 

〇卓球玉やテニスボール、サッカー

ボール等 

〇スプーンやバドミントンラケッ

ト、テニスラケット等 

さかなつり 

指導目標 

〇魚を直接手でつかむことなく、小さな竿で

魚を釣り上げる。 

手指の調節、注視する力をつける  

指導方法 

〇自分でキットを広げ、「はじめます」 

全部釣り終わったら「おわりました」と言う

ようにする。（カード） 

○手づかみでなくできた時は、ほめることで

自分だけでもできるようにする。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「しっぽとり」「リトミックサーキット」等に使用できる動線マット  

指導目標 

〇四つ這いで体幹を鍛える。 

〇少しずつゲームルールを理解で 

 きるようになる。 

〇友達や教員と関わる。 

〇手や足を伸ばしたり地面に踏み 

 しめたりする力をつける。  

指導方法 

〇順番やルールを最初に確認す

る。視覚的に支援も行う。 

〇四つ這いしっぽとりを行う。 

〇色々なルールを設定する。 

（例、①教員が児童を追いかけ

る。（逆のパターンもあり）②友

達同士で競い合う。…など）  

箱積み競争 

指導目標 

〇より多くの箱を、身体を使って高く積み上げて

いく。 

〇崩れないように、バランスよく積み上げる方法

を考える。  

指導方法 

〇菓子の空箱を使って、時間を決めてより多くの

菓子箱を積み上げていく。 

〇崩れたら、もう一度、積み直していく。 

〇１対１で競争してもよいし、チームになって競

争してもよい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アニマル的あて 

指導目標 

〇的に当てられなくても、気持ちを切り替えて

挑戦することができる。 

〇的をよく見て、ボールを投げることができ

る。 

〇活動を始めた当初よりも遠くの的に当てるこ

とができるようになる。  

指導方法 

〇教員がもつスケッチブック（１ページにつき

動物が１匹描かれている、合計１０ページ）に

向かってボールを投げる。 

〇的に当てられたら、その的に描かれた動物の

スタンプを獲得できる。 

〇失敗しても的に当てられるまで挑戦できる。 

〇投げる前に的に描かれた動物の名前を言う。 

〇児童の調子に合わせて、的を児童に近づけた

り、遠ざけたり、動く的にしたりする。  

風船バレー 

指導目標 

〇ラケットを使用し、友だちと協力してラリーがで

きる。 

〇風船を意識してラケットで打つことができる。 

〇ラケットを使用し、自分で数回風船を打つことが

できる。  

指導方法 

〇２人１組（集団の実態によっては２対２でも ok）

になり、風船を落とさないようにラリーする。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お水をどうぞ、ありがとう 

指導目標 

〇友達を見て、意識して水を運ぶことがで

きる。（一般・重複） 

〇「どうぞ」「ありがとう」で関わること

ができる。（一般） 

〇友達を見たり、タッチしたりして相手を

意識できる。（重複） 

〇水をこぼさないように正しい持ち方で運

ぶ。（一般） 

〇コップやおぼんを持って運ぶ。（重複）  

指導方法 

①友達のコップを選び、おぼんに乗せる。 

②おぼんを持って友達の所まで運ぶ。 

③「どうぞ」と言って渡す。 

④「ありがとう」と言って水を飲む。 

☆①～④を繰り返す。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おきあがりこぼし 

指導目標 

おきあがりこぼしとして遊ぶことで 

〇視覚を鍛える 

〇自発的な行動を促す。 

〇手先の器用さや促進 

〇力加減の調整 

〇手を目の協調動作を強化 

  

ゲーム形式にすることで 

〇コミュニケーション 

〇得点の計算  

 

指導方法 

おきあがりこぼしとして遊ぶ 

・生徒が興味をもてるように近くで

転がせて見せたり、触らせたりす

る。 

・投げたり転がしたり落としたり

と、自発的な動きを促すきっかけを

つくる。 

  

ゲーム形式にして遊ぶ 

・ルールや得点方法を決める（例：

枠に入ったら〇点、枠外〇点等） 

・チームのメンバーを決める 

・順番に風船をなげてゲームを行う 

・得点を計算する  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビー玉落としレース 

指導目標 

○転がるビー玉に注目し、最後まで

集中して活動する。 

〇中心の穴に注目して、転がるビー

玉を落とすことで手と目の協応を促

す。 

〇また友だちと協力したり、友だち

の活動を判定したりすることで活動

に意欲的に取り組む。  

指導方法 

〇友達と協力してビー玉を落とす。 

〇友達が最後のビー玉を落とすまで

のタイムを、タブレットのストップ

ウォッチ機能で計る。 

〇ストップウォッチ係が正確に活動

できるかも含め、周りにいる生徒は

判定を行うように声かけする。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドミノ倒し 

指導目標 

〇集中力を高め、気持ちを安定させ

て取り組むことができる。 

〇ドミノが順序良く倒れるように距

離感を意識しながら並べることがで

きる。 

指導方法 

〇個人でドミノブロックを並べる。

自分で選択した色のブロックを立て

る。並べている最中に倒れても、落

ち着いて立て直すことができるよう

に支援する。数を徐々に増やせるよ

うに繰り返し取り組む。 

グラグラタワー 

指導目標 

〇一人でタワーの組み立てができるようにする。 

〇指先で小さい人形をつまんで、タワーの好きな

段に乗せる。  

指導方法 

〇タワーを作る見本を見せて、必要に応じて支援

をする。普段より力を入れて作るように説明す

る。 

〇指先で物をつまむことが苦手な児童生徒に対し

て、繰り返しつまむ練習する。バランスが悪いタ

ワーに小さい人形を落とさないようにゆっくりと

乗せるようすにする。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジェンガ 

指導目標 

〇一人でタワーの組み立てができる

ようにする。 

指導方法 

〇指先で小さい人形をつまんで、タ

ワーの好きな段に乗せる。  

 

フライングディスク 

指導目標 

〇周りの刺激に振り回されずに、集中して

注目することができる。 

〇飛んでいるものを目で追って、見える向

きが変わっても識別することができる。  

指導方法 

〇衝立を２枚用意し、衝立の間を物が飛ぶ

ので、その物の名前を答える。 

〇最初は衝立の間の距離を狭くして行う。

また、投げる速さを速くしたり、あえて物

が回転するように投げたりして、簡単には

分からないようにする。 

〇分からない場合は「ゆっくり投げてくだ

さい」「間を広げてください」等、生徒が

言葉で伝えられるようにする。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脱出ゲーム 

指導目標 

〇身体の動きを考え、イメージした通

りに身体を動かす。 

〇コースの難易度を考え、友達と相談

しつつ作業を進める。 

〇プランニングの力や行動を修正する

力をつける。  

指導方法 

〇 教室にスズランテープを張り巡ら

せ、それに身体が触れないようにスタ

ートからゴールまで進む。 

〇実態によって、タイムトライアルに

したり、テープに触れた回数がより少

ない方が勝ちというルールにしたりす

るなどアレンジしてもよい。 

〇生徒によっては、コースの難易度や

〇〇さん用のコースなどを設定し、そ

れを想定しつつ相談しながらコース作

りを行うことで、コミュニケーション

や他者理解につなげることも可能。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハテナボックス 

指導目標 

〇箱の中に入っているものを手指の感

覚を使って感じ取り、中に入っている

ものが何かを当てることができる。 

〇中の物が固いのか、やわらかいのか

冷たいのか熱いのか等自分が感じたこ

とを相手に表情や言葉で伝えることが

できる。  

指導方法 

〇箱の中に何かを入れ、それを当てる

ことが主の使用方法。 

〇6区分の 4区分にまたがっており、教

員の狙う区分ごとにやり方を変えるこ

とができるのが良い点である。発語が

ない児童でも同じものを箱の外に準備

しておけば活用できた。 

音楽カルタ 

指導目標 

〇ルールを守って友達と一緒に活動する。 

〇イマジネーションを働かせて、適切な音

楽カードを選択する。  

指導方法 

〇（ウォーミングアップ）音楽を聴き、音

楽が止まったところで、自分が正解と思っ

た音楽の絵カードを選択する。 

〇（対戦カルタ）友達と 2人一組で対戦。

音楽が止まったらカードを選択する。速く

とったほうが勝ち。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よく聞くかるた 

指導目標 

〇最後まで集中して話を聞く 

〇聞いた情報を記憶する 

〇ルールを守り待つ力を育てる 

指導方法 

〇色・大きさ・形の異なるカードを複

数枚ならべ教員が読んだ札をとる。3

つの条件をすべて聞かないと正しい札

を取ることができないため、よく聞い

てとるようにあらかじめ説明する。 


